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緩
霧
農
業
委
員
選
挙
籍
醐

　
　
レ
㌔
鳳
月
こ
十
h
口

☆
農
業
委
員
，
の
課
題
は
大
き
い

挙
選
挙
す
る
方
は
こ
の
選
挙
を
深
く
認
識
し
て
る
か

挙
村
一
九
と
な
つ
て
委
員
を
逡
る
結
束
力
が
あ
る
か

☆
選
挙
后
に
起
乃
諸
問
題
℃
万
全
の
策
あ
り
や

囑
託
員
を
通
じ
．
ハ
ン
フ
μ
ツ
ト

そ
の
他
で
蓮
絡
の
通
り
で
あ
る

が
今
迄
の
農
地
委
員
、
農
業
調

整
委
員
、
農
業
改
良
普
及
委
員

は
本
年
三
月
三
十
一
日
の
農
業

委
員
会
法
の
施
行
に
よ
り
本
月

二
十
日
を
以
で
解
散
し
新
た
に

農
業
姿
員
が
公
選
に
よ
つ
、
て
ご

の
村
で
は
十
五
名
選
挙
せ
ら
る

事
に
な
つ
て
農
業
生
産
力
の
発

展
、
農
業
経
営
の
合
理
化
、
農

民
の
地
位
の
向
上
、
等
を
図
る

目
的
に
な
つ
て
い
ま
す
．
f

こ
の
選
挙
に
つ
，
い
て
は
部
落
2
農
業
委
員
会
の
仕
廓
は

○
農
地
の
買
牧
計
画
や
強
楓
ゆ

，
す
り
渡
し
の
計
画
を
た
て
た
り

○
農
地
の
利
用
交
換
分
合
の
あ

つ
旋
や
争
議
め
防
止
な
ど
の
こ

と
を
す
る
、
一

〇
知
事
や
市
町
村
長
が
た
て
る

農
業
綜
合
計
画
や
農
業
改
良
普

及
事
業
を
実
施
し
た
り
す
る
時

に
そ
の
相
談
『
に
応
じ
た
り
意
見

や
希
望
を
述
べ
た
り
す
る
仕
事

も
し
ま
す
。

次
に
選
挙
で
あ
り
ま
す
が
今
回

』
の
農
業
委
員
の
選
挙
は
乞
の
選

憲
脅
舞
撃
あ
る
如
く

誤
報
せ
ら
れ
て
い
る
向
き
を
聞

　
き
及
び
ま
す
が
こ
ん
ど
の
選
挙

・
．
法
駕
よ
れ
ば
、
公
職
選
挙
法
を

準
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
単
に

選
挙
費
の
制
限
、
文
書
図
書
⑳

制
限
等
一
部
が
除
か
れ
る
の
み

で
、
、
戸
別
訪
問
、
飲
食
物
の
提

供
、
演
読
会
の
開
会
等
す
べ
て

公
職
選
挙
法
の
準
用
に
よ
り
禁

止
さ
れ
或
は
制
限
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
　
選
挙
の
出
来
る
人
は

O
一
反
歩
以
上
の
耕
地
に
つ
き

　
り
耕
作
の
業
務
を
営
む
者

○
こ
れ
と
同
居
の
親
族
又
は
配

　
偶
者
ぞ
．
剛
ケ
年
を
通
じ
概
ね

　
六
十
日
農
耕
に
從
事
す
る
成

　
年
男
女

○
何
れ
も
耕
作
面
積
、
農
業
経

　
営
從
事
日
数
等
に
つ
い
で
農

　
地
委
員
会
の
認
定
し
た
も
の

　
で
あ
り
ま
す

選
挙
権
の
あ
る
者

○
昭
和
六
年
七
月
十
五
日
以
前

　
　
に
出
生
し
た
も
の

被
選
挙
権
の
あ
る
者

　
　
　
　
　
　
　
や

、
○
昭
和
山
ハ
年
七
月
二
十
日
以
前

　
　
に
出
生
し
た
も
の

投
票
は
ど
う
す
る
か

○
剛
人
一
票
で
あ
る
こ
と
は
勿

　
論
で
あ
る

○
代
理
投
票
も
で
き
ま
す

○
投
票
時
間
は
午
前
九
時
よ
り

　
，
午
後
五
時
迄

　
　
投
票
所
砿

第
｝
投
票
所

○
松
代
村
役
揚

○
区
域
　
松
代
、
小
荒
戸
、
太
弔

　
　
　
菅
刈
、
田
沢
、
小
屋
丸
、

　
　
　
池
の
畑
、
下
山
、
千
年
、

　
　
　
池
尻
、
蓬
李
、

第
二
投
票
所

○
清
水
小
学
校

O
区
域
　
会
沢
、
清
水
、
桐
山

第
三
投
票
所

○
伊
沢
小
学
校

○
区
域
　
東
山
、
海
老
、
犬
伏
、

　
　
　
孟
地
、
片
桐
山
、
滝
沢
、

　
　
　
中
子
、
苧
島
、
荒
瀬
、

○
開
票

』
七
月
二
十
日
午
後
七
時
よ
り

○
投
票
管
理
者

第
剛
投
票
所

一
管
理
者
簗
幕

　
　
　
　
代
理
　
柳
繭
太
郎

　
第
二
投
粟
所

　
　
　
代
理
　
秋
山
“
栄

　
第
三
投
票
所

　
　
　
管
理
者
　
柳
善
吉

　
　
　
　
代
理
　
柳
藤
重

○
投
票
立
会
人

第
剛
投
票
所

　
　
柳
牛
兵
工
門

　
　
柳
恭
治

　
　
管
理
者
　
小
野
島
力
三
郎

　
　
若
井
⇔
ホ
三
郎

　
第
一
，
一
投
票
所
・

　
　
小
山
徳
三
郎

　
　
秋
山
信
三
郎

　
　
小
野
島
啓
太
郎

　
第
三
投
票
所

　
　
小
島
源
次
郎

　
　
柳
藤
太
郎

　
．
柳
文
八
郎
・

○
開
票
管
理
者
同
代
理
人

　
　
　
　
柳
幡
蔵
、
ー

（
代
理
）
鈴
木
芳
李

O
選
挙
長
同
代
理
者

　
　
　
　
柳
幡
臓

．
（
代
理
）
鈴
木
芳
李

　
　
　
着
手
ぜ
り

　
　
村
史
の
編
さ
ん
を
〃

、
◎
絶
大
な
る
協
力
を
要
望
す
る

◎
こ
れ
か
ら
分
斯
業
の
推
進
の
た
め
に
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憂
｝
』
■
■
冒
垂
魍
2
き
．
囎
・
鱒
碧
蔭
」
摯
直
猛
9
聖
葦
卜
d
酌
馳
墨
コ
嚢

松
代
村
の
フ
ッ
ト
Ψ
ー
グ
を
残

．
す
大
事
業
、
・
村
の
歴
史
を
研
究
．

す
る
、
そ
し
て
村
の
纂
業
に
一

大
鱒
機
を
醸
す
動
機
と
な
る
か

も
知
れ
な
い
、
こ
の
纂
業
誰
し

も
こ
の
事
業
の
完
成
を
要
望
す

る
で
あ
ろ
う
が
辱
さ
て
着
手
と

な
る
と
容
易
な
業
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

「
主
義
主
張
が
ど
う
の
」
「
自
由

が
ど
う
の
」
や
れ
ア
バ
ン
ゲ
ー

ル
と
か
、
や
れ
ア
ブ
レ
だ
と
か

こ
ん
な
肚
会
下
に
あ
つ
て
は
㈹

更
，
こ
．
の
推
進
は
剛
大
難
関
が
あ

り
、
金
や
地
位
で
の
み
出
楽
る

も
⑳
で
も
な
い
，

勿
論
、
擁
ま
ざ
る
研
究
と
、
努

力
推
進
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
が
た
め
に
は
村
の
歴
史
を

研
究
す
る
に
は
村
民
剛
丸
と
な

つ
て
陰
陽
を
問
わ
す
相
互
扶
助

の
精
紳
で
御
協
力
を
要
望
し
た

い
の
で
あ
り
ま
す
。
，

先
般
第
周
次
調
査
と
じ
て
東
山

小
荒
戸
池
之
畑
中
子
部
落
を
終

了
し
た
が
七
月
中
と
し
て
は

七
月
十
四
日
　
下
　
山

　
　
十
五
日
　
小
屋
丸

　
　
十
六
日
　
海
　
老

　
　
十
七
日
以
降
　
荒
瀬
・

と
な
つ
て
お
ひ
調
査
に
当
つ
て

は
字
内
青
年
団
幹
部
、
囑
託
員

古
老
の
方
に
で
あ
か
資
料
の
聞

込
み
と
し
て
、
第
｝
次
調
査
の

主
要
項
目
は
左
の
通
り
で
あ
り

ま
す
が
各
字
内
に
於
て
も
巡
廻

計
画
決
定
次
第
そ
の
日
程
等
御

連
絡
申
上
げ
ま
す
。

時
間
は
夜
八
時
よ
ザ
と
予
定
し

て
む
り
ま
す
か
ら
何
分
共
関
係

者
へ
御
蓮
絡
方
お
願
い
し
ま
す

第
高
次
調
査
要
頂
は

　
プ○
村
界
、
大
字
界
、
小
字
界

　
組
界

O
有
格
　
無
格
肚
の
所
在
地

○
旧
幕
時
代
の
旧
領
地
界
、
郷

界
、
村
界

○
旧
幕
，
時
代
の
氏
紳
、
氏
子

○
寺
院
の
檀
家
　
○
単
校
関
係

○
石
羅
時
代
の
遣
物
の
発
見

これだけは

，
是
非
読
ん
で
戴
き
れ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
委
員
．
長

耕
作
さ
肪
る
方
農
地
を
利
用
さ

れ
る
人
耕
作
農
昆
と
し
て
生
活

し
て
居
ら
れ
る
方
々
に
は
最
も

大
切
な
直
接
利
害
関
係
の
深
い

選
挙
が
．
七
月
二
十
旧
に
行
力
れ

ま
す
ド
ロ

c
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
輔
般

に
観
心
が
薄
く
余
り
に
も
低
調

の
感
が
い
た
し
ま
し
、
て
果
し
て

皆
様
が
農
業
委
、
員
会
法
の
趣
旨

を
了
知
せ
ら
れ
て
居
る
の
か
ど

う
か
と
案
す
る
爲
御
起
稿
し
た

次
第
で
す

ζ
ん
ど
の
農
業
委
員
会
は
從
來

の
農
地
農
調
農
改
σ
各
委
員
会

の
統
合
し
て
農
業
委
員
会
と
改

称
せ
る
別
名
の
よ
ポ
に
考
え
ら

れ
ま
す
が
本
年
三
月
農
業
委
員

会
法
ど
し
て
新
し
く
生
れ
た
農

政
機
関
で
あ
り
ま
す
が
故
に
、

皆
様
方
か
ら
充
分
に
法
の
趣
旨

を
知
つ
て
置
い
て
戴
い
て
、
委
員

に
な
ろ
う
と
す
る
人
，
も
委
員
を

選
■
ぷ
方
々
も
眞
剣
に
農
業
委
員

会
と
い
う
機
関
の
重
嬰
性
を
認

識
し
で
戴
ぐ
ζ
と
が
必
要
で
あ

る
、
と
思
う
か
ら
で
あ
る
ー
、

農
業
委
員
会
の
構
成
は
選
挙
に

依
つ
，
て
選
閏
し
た
十
五
名
の
委

員
に
て
組
織
さ
れ
る
こ
と
は
現

希
の
農
地
委
員
会
ど
変
り
は
な

い
、
又
委
員
会
の
職
分
に
於
て

も
別
に
異
つ
た
こ
と
も
な
い
の

で
あ
る
が
、
農
業
委
員
会
こ
そ

、
我
々
農
民
の
周
人
剛
，
人
の
代
表

と
し
て
直
接
に
国
政
の
執
行
に

当
る
重
要
な
機
関
で
あ
り
共
の

利
害
も
亦
お
互
に
直
接
に
大
き

な
影
響
を
及
ぽ
す
の
で
あ
る
。

私
が
申
上
げ
る
迄
も
な
．
く
農
業

委
員
会
は
我
々
農
民
の
農
薬
生

産
力
の
発
展
を
農
業
経
営
の
合

理
化
を
促
進
せ
し
め
其
の
地
位

の
向
上
を
図
る
為
、
委
員
会
組

織
の
下
に
村
内
の
農
地
行
政
の

完
壁
を
期
す
る
国
家
機
関
で
あ

り
ま
す
が
梢
も
す
る
と
こ
の
国

家
機
関
の
構
成
員
た
る
委
員
の

選
出
を
誤
る
と
私
慾
を
こ
と
・

し
或
は
単
に
名
誉
慾
等
の
地
位

欲
し
さ
か
ら
出
た
様
な
人
物
．
を

選
び
出
す
時
は
、
公
務
員
と
し

て
の
忠
築
性
を
欠
き
正
、
し
い
良

識
を
持
た
す
公
吏
で
な
い
誤
れ

る
法
の
浬
営
を
爲
す
慮
あ
り
斯

様
の
委
員
を
選
出
す
る
時
は
そ

れ
こ
そ
耕
作
農
民
の
地
位
を
危

く
し
法
の
運
営
も
其
の
趣
旨
に

反
す
る
に
至
る
こ
と
も
な
い
と

は
い
わ
れ
ま
せ
ん

先
づ
委
員
に
な
ろ
う
と
ず
る
方

は
公
僕
と
し
て
私
慾
を
去
つ
て

犠
牲
的
精
紳
を
も
つ
て
眞
面
目

に
怯
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
研
究

せ
ら
れ
て
明
朗
な
る
法
の
蓮
営

を
計
ら
る
、
こ
と
を
熱
望
す
る

選
挙
せ
ぢ
る
、
方
々
も
自
分
の

代
表
と
し
て
信
頼
し
得
る
人
物

を
選
ん
で
戴
く
こ
と
で
す

立
候
補
者
（
自
選
者
）
丈
け
に
頼

ら
す
お
互
の
代
表
と
し
て
途
り

出
し
た
い
人
物
あ
ら
ば
推
薦
し

選
出
す
る
位
の
積
極
性
が
望
ま

じ
い
こ
と
、
思
う

何
れ
に
せ
よ
こ
ん
ど
の
選
挙
は

農
民
の
直
接
の
利
害
に
大
き
な

関
係
が
あ
る
こ
と
で
人
選
を
誤

る
と
直
接
間
題
に
大
き
な
影
響

あ
る
こ
と
を
充
分
心
に
お
か
れ

て
情
輿
や
圧
力
で
選
挙
は
絶
対

に
や
ら
ぬ
こ
と
を
お
勧
め
す
る

次
に
農
業
委
員
会
法
の
目
的
と

委
員
会
の
職
務
権
限
を
御
参
考

に
致
し
ま
す

法
の
趣
旨
目
的

農
業
生
産
力
の
発
展
及
農
業
経

営
の
合
理
化
を
図
り
農
民
の
地

位
の
向
上
に
寄
与
す
る
爲
に
農

業
委
員
会
を
設
け
た
も
の
で
あ

るA
農
業
委
員
会
の
権
隈

一
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
其

　
他
の
法
令
に
ょ
り
共
の
権
限

　
仁
属
さ
せ
た
事
項

二
農
地
調
整
法
小
作
調
備
法
そ

　
の
他
ρ
法
令
に
属
さ
せ
た
農

　
地
の
利
用
関
係
事
項

三
土
地
改
良
法
共
他
の
法
令
に
、

　
、
よ
り
そ
の
属
さ
せ
た
農
地
の

　
交
換
分
合
及
附
随
事
項
．

以
上
が
農
業
委
員
会
の
職
務
権

限
と
し
て
当
然
処
理
せ
ね
ば
な

ら
ん
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

Bそ
れ
か
ら
農
業
委
員
と
し
て
や

る
こ
と
も
出
来
る
事
項
と
し
て

①
農
地
等
の
利
吊
関
係
に
つ
い

て
の
あ
つ
旋
及
び
孚
議
の
防
止

②
農
地
等
の
交
換
分
合
の
あ
つ

旋
そ
の
他
農
地
事
情
の
改
善
に

関
す
る
事
項

C
建
議
又
獄
し
問
に
参
巾

①
農
地
の
開
発
改
良
保
全
共
他

土
地
の
生
産
條
件
の
整
備
及
土
．

地
利
用
の
高
度
化
に
関
す
る
事

項②
農
業
技
術
の
改
良
其
他
農
業

生
産
に
関
す
る
事
項

⑧
農
畜
産
物
加
工
販
売
そ
の
他

処
理
に
園
す
る
事
項

④
農
業
経
営
の
合
理
化
及
生
活

改
善
に
関
す
る
事
項

ζ
の
よ
う
に
農
業
委
員
会
の
職

務
は
A
B
C
の
如
く
職
権
の
範

囲
を
明
示
じ
て
あ
つ
て

V
は
農
地
委
員
会
で
取
り
扱
つ

て
來
た
職
務
の
全
部
と
改
良
委

員
会
の
事
業
の
唄
部
を
抱
含
し

て
あ
る
の
で
何
と
し
て
も
農
地

に
関
連
す
る
仕
事
が
第
｝
番
に

こ
の
委
員
会
の
職
務
で
あ
り
ま

す
。B
は
委
員
会
と
し
て
や
つ
て
も
p

よ
ろ
し
い
や
り
得
る
仕
事
を
示

し
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・

C
は
総
合
計
画
の
樹
立
及
実
施

に
つ
い
て
村
長
に
建
議
し
又
は

村
長
の
し
問
に
応
じ
て
参
申
す

る
こ
と
が
出
來
る
こ
と
を
示
．
し

て
あ
り
農
調
委
の
分
が
、
こ
の
項

に
該
当
し
て
居
る
事
項
で
す
※

㎜
○
古
墳
　
○
古
■
い
紳
融
跡

｝｝
○
古
寺
の
創
立
年
代

○
城
跡
　
大
樹
　
大
岩
　
地

O
古
い
佳
居
の
跡

○
古
い
耕
地
分
跡

○
古
い
各
時
代
の
主
要
交
通
路

○
古
い
石
像
石
碑

○
郡
史
　
文
書
　
古
老
の
昔
話

　
傳
読

○
村
の
発
生
　
移
動

○
各
時
代
の
人
口
　
戸
数

　
産
業
　
氏
紳
　
天
災
火
災

。
疾
病
，
餓
飢

○
領
主
村
治
の
制
度

O
村
民
の
共
同
事
業
　
活
動

○
主
要
交
通
路
の
変
遷

○
土
地
の
高
，
低
　
河
川
　
湖
沼

　
道
路
　
官
衛
単
校
会
肚
官
庁

　
電
信
触
電
話
の
欺
況

　
飲
料
水
　
耕
地

○
天
然
の
障
害
　
山
河
　
沼

　
毎
年
定
期
聞
中
の
降
騨
程
度

　
雪
崩
　
危
険
地
　
定
期
増
水

、
地
帯
、
聚
落
猷
態
の
歴
史
的

．
変
遷
　
　
　
　
　
－

O
明
清
維
新
以
前
の
人
口
戸
数

　
　
（
名
寄
帳
　
五
人
組
）

　
本
籍
及
人
口
（
現
住
者
未
佳

　
者
別
）
、

．
部
落
民
の
所
有
耕
地
　
山
林

　
及
耕
地

○
自
部
落
民
と
他
部
落
民
の
所

　
有
別
調
査

○
部
落
内
の
公
私
有
土
地
面
積
．

○
そ
の
他

以
上
第
一
吹
調
査
と
し
て
実
施

す
る
事
に
な
つ
て
い
る
の
で
す

各
字
裳
お
か
れ
て
は
蓮
絡
そ
の

他
調
査
資
料
簿
御
配
慮
顧
い
た

い

αく3
》偉

も属翫

※
農
業
、
姿
員
会
は
総
て
耕
作
農

民
の
絶
対
保
謹
機
関
で
め
る
訳

で
あ
る
か
ら
我
々
の
保
護
者
と

し
て
最
も
適
任
と
認
め
ら
れ
る

人
を
委
員
に
逡
つ
て
お
互
の
地

位
の
安
定
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん



．
聞新館民、

公

，
松
代
中
掌
校
ガ
ま
煽

松
中
本
校
ア
T
A
総
会

七
丹
五
且
午
観
一
時
よ
か
各
学
、

．
年
p
T
全
開
き
本
隻
欝
，

を
決
定
学
脅
上
¢
周
題
に
づ
き

父
兄
と
敏
師
と
の
懇
談
が
行
れ

湘
。
」
一
壁
二
＋
分
よ
り
学
校
p

脚
A
、
総
会
に
入
り
前
年
度
決
算

の
．
承
認
本
年
度
役
員
の
改
選
予

算
乃
棄
叢
計
画
懇
談
会
に
入
り

五
時
散
会
し
た

こ
の
日
生
徒
は
生
徒
会
主
催
学

集
対
抗
球
技
野
球
》
、
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
き
父
兄
か
ら
自
発

的
な
活
，
動
状
態
を
見
て
貰
つ
た

　
本
年
度
役
員
左
の
通
軌

・
学
年
p
℃
A

代松121

第
ー
学
年
会
長

第
二
学
年
会
長

第
三
学
年
会
長

◎
学
校
P
T
A

関
谷
円
蔵

島
田
幾
次
郎

本
山
組
心

”
会
，
長
　
　
柳
宗
矧
郎

．
，
副
会
畢
　
．
胤
野
勝
栄
ゼ

副
会
葺
関
谷
彦

東
部
巾
学
校
球
技
大
会

例
年
行
れ
る
東
部
五
ケ
村
中
学

校
球
技
会
で
開
か
れ
ろ
・

松
之
山
中
学
校
で
開
か
れ
る
・
』
．

野
球
部
は
昨
年
優
勝
と
春
以
来

毎
目
毎
日
練
脅
目
曜
日
も
産
業

期
休
業
も
な
か
つ
た
技
量
も
進

み
優
勝
校
と
予
淀
さ
れ
て
か
る

バ
レ
ー
部

一
昨
年
姶
め
で
バ
レ
L
大
会
が

開
か
れ
た
時
に
一
位
に
。
獅
つ
た

咋
年
は
残
念
乍
優
勝
す
る
こ
と

は
出
来
な
か
つ
た
本
年
度
の
生

徒
は
昨
年
の
雪
辱
戦
と
｝
生
懸

命
励
ん
で
い
る
選
手
の
大
部
分

が
昨
年
出
揚
し
．
で
い
る
の
で
揚

な
れ
も
し
て
い
る
9

樹
応
援
阻
は
学
校
代
表
の
選
手

が
堂
々
と
ス
ボ
｛
ヤ
ン
，
シ
ツ

プ
κ
則
り
戦
う
よ
う
蔭
に
陽
に

応
援
し
て
い
る
正
V
い
立
派
な

応
援
が
で
き
る
よ
う
応
援
團
幹

部
は
輔
週
三
回
応
援
の
練
忽
を

し
て
い
る
。
、

　
東
頸
城
郡
選
抜
野
球
．
大
会

來
．
番
七
月
二
十
九
日
安
塚
総
合

グ
ラ
ツ
ド
に
於
て
東
頸
城
郡
中

学
校
野
球
選
抜
大
禽
が
闘
か
丸

る
予
定
に
な
つ
て
い
る
こ
の
大

會
芯
御
揚
す
る
に
は
東
部
の
大

会
に
優
勝
し
た
チ
ー
ム
が
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
咋
年

の
邊
抜
野
球
大
會
に
は
当
校
が

優
勝
し
て
い
る
本
年
度
も
ぜ
ひ

優
勝
し
た
い
も
の
ど
思
う
。
』

尚
こ
の
大
会
に
優
勝
し
た
チ
ー

ム
は
上
越
大
会
が
直
江
津
に
あ

る
の
で
そ
れ
に
出
揚
す
る
こ
と

が
で
き
〃
Q

　
農
業
委
員
候
補
春

十
六
名
に
落
付
ぐ
、

㌧
．
定
員
よ
噸
、
一
名
多
か

一
恥
，
名
　
　
・
字
名
㌧
年
令

関
谷
徳
」
郎
』
松
代
’
34

若
井
宗
吉
、
■
蓬
李
、
．
蛤
　
、

相
沢
新
。
一
郎
．
太
李
、
3
5
、

山
賀
馬
蔵
　
池
之
畑
・
3
5
璽
．

窟
沢
亀
次
郎
　
小
荒
戸
↓
葡

齊
木
利
栄
　
・
荒
瀬
　
引

片
桐
作
李
　
　
・
清
氷
　
53

　
　
　
れ
が
ロ
ぬ
　
の

ゆ
　
　
ギ
し
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
．

腿
郷
郎
額
．
、
舳

万
朋
　
弘

島
田
幾
次
郎

鈴
木
．
初
三
ー

関
谷
F
勝
次

齊
木
－
寅
次
㍊

・
・
計
十
山
ハ
名

中池1松，千会
子尻代1年沢

46、52　50・50　28

（
届
出
順
）
・

、

　▲

獅
任
村
議
員
の
施
負
ω

　
　

，
自
治
確
立
に
“
段
，
0
奮
斗
を
τ

市
川
文
パ
．
次

郎

一
根
本
理
念
．

　
日
本
国
昆
の
生
存
発
腰
の
唯

，
輔
の
遭
で
あ
る
文
化
国
家
の
基

礎
を
築
き
た
い
　
．
－

二
、
。
村
政
の
蓮
営

　
上
級
官
庁
の
指
導
を
う
け
村

　
　
ト

民
の
ぱ
い
意
見
、
適
切
の
希
望

p
を
奪
重
し
、
議
会
紋
戸
体
ど
ね

り
、
村
行
政
機
関
と
練
ま
研
究

し
て
協
力
咽
致
村
の
振
興
に
努

力
し
た
い
、
．
胃

三
、
推
進
し
た
い
事
項
ゴ

①
敏
育
施
設
を
完
備
も
で
文
化

　
の
向
上
．
．

②
土
木
事
業
を
振
興
心
交
通
機

　
の
発
展
、
土
地
の
維
持
復
旧

軸
雪
害
防
止
、
浮
動
労
力
の
活

　
用
牧
入
の
糟
加
、

⑧
衛
生
施
設
の
充
実
ゆ
厚
生
旛

　
策
の
．
適
切
に
よ
る
民
生
の
安

「
定
つ

④
貧
阻
な
、
惹
村
財
政
に
鑑
み
、
、

一
．
関
係
団
体
と
0
協
力
、
．
国
、
，

　
縣
¢
政
策
に
順
応
し
て
輿
現

。
を
は
か
ケ
た
い
等
々
・

』
▲
』
．
柳
藤
重

今
凋
皆
檬
の
，
御
協
力
を
ん
て
当

選
し
t
事
を
厚
く
御
礼
市
上
ま

す
今
後
皆
榛
の
御
指
導
を
お
願

ひ
す
る
モ
》
も
に
村
政
に
カ
の

か
ぎ
ゆ
盤
し
皆
様
の
御
期
待
蕉

そ
い
た
，
い
。

　
▲
　
　
・
、
島
，
田
幾
女
郎

・
私
は
公
人
と
七
て
議
員
と
し

て
、
常
に
弱
者
の
味
方
と
し
で

為
の
を
制
断
し
行
動
す
る
事
を

政
治
的
理
念
と
す
る
も
の
で
有

り
ま
す
。

　
弱
者
な
る
が
故
に
訴
べ
ゐ
に

術
無
く
、
奮
享
受
す
べ
き
当
然
の

権
利
と
ル
で
■
0
、
鯉
薦
利
に
も
浴

程
悲
滲
に
し
て
憂
ふ
べ
き
事
が
り
ま
す
。
匁
論
今
の
世
に
漸
進

外
に
有
筋
ま
し
よ
う
や
澄
然
る
主
義
等
と
冒
う
て
ぱ
時
代
と
共

に
、
’
現
実
は
此
の
様
な
ゐ
事
が
に
歩
み
得
ま
せ
（
。

悪
驚
多
着
る
の
で
奮
す
べ
奪
く
議
で
な
く
て
は

ま
し
で
、
ド
此
れ
を
実
惰
に
．
帥
し
な
り
ま
せ
ん
。
．
改
良
式
よ
り
革
、

て
是
正
し
て
行
く
の
が
、
我
々
命
式
で
あ
り
た
い
で
す

選
ら
，
ば
れ
た
る
者
の
務
め
で
有
然
し
此
の
時
で
も
在
じ
し
過
去

る
と
確
信
致
し
ま
す
。
　
　
　
を
無
覗
す
る
事
は
不
可
塗
い
事

故
に
私
厭
ゆ
當
め
悉
者
よ
り
憾
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
殊
に
至

貧
レ
ざ
者
に
、
．
学
有
る
者
よ
り
つ
て
保
守
的
な
農
村
松
代
村
に

学
無
ぎ
者
に
、
大
部
落
よ
り
小
於
て
余
り
の
飛
躍
は
民
衆
と
か

部
落
に
車
心
都
蓄
ぽ
り
僻
境
部
け
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
民
衆
と

落
に
、
鰹
簿
、
．
此
観
点
に
立
つ
遊
離
し
て
何
の
政
治
ぞ
や
で
あ

て
常
に
判
断
行
動
す
る
も
の
で
り
ま
す
－
村
議
と
し
て
当
面
輿

有
り
ま
す
、
弱
者
ば
常
に
、
、
比
現
致
し
た
ざ
諸
政
策
は
す
で
に

較
的
、
、
善
良
望
有
サ
凪
直
で
有
多
敏
議
最
諸
氏
に
よ
つ
て
、
本
紙

り
、
共
要
．
求
は
最
低
砂
要
求
で
上
に
表
現
発
表
．
さ
れ
て
お
り
ま

有
の
概
ね
安
当
分
揚
合
が
多
い
す
の
で
今
更
申
上
げ
る
余
地
も

か．

む
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
御
座
い
ま
せ
ん
ヌ
私
如
上
の
信

，
然
し
乍
ら
政
沿
は
ま
た
歴
史
念
の
下
に
同
僚
諸
氏
と
共
に
只

の
、
蓮
続
熔
有
．
る
ζ
と
を
芯
東
て
管
村
民
各
位
の
御
期
待
に
応
へ

は
何
事
告
成
■
し
得
淋
炉
事
壱
常
ん
覚
悟
に
ご
ざ
い
ま
す
つ

ε
攣
与
段
蕪
に
荒
，
陶
に
心
に
貿
て
讐
お
暑

・
村
青
年
・
團

陸
－
上
．
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
（
併
せ
て
村
民
蓮
動
会
も
）

村
青
年
団
で
は
來
る
八
月
五
日

安
塚
で
．
実
施
さ
れ
る
郡
膏
年
団

主
催
の
陸
上
競
技
大
会
に
参
加

の
た
め
來
る
七
月
二
十
一
日
午

前
九
時
よ
り
松
代
小
学
校
グ
ヲ

ン
ド
に
於
て
こ
の
予
選
大
会
，
を

催
す
こ
と
に
な
り
併
せ
て
村
民

　
と
尻
主
団
体
と
の
蓮
繋
協
和

を
園
る
た
め
」
村
民
娯
楽
運
動

　
会
も
左
の
種
目
に
、
よ
り
輿
施

す
る
喝
べ
く
去
る
八
日
午
后
｝
時

よ
り
村
，
団
地
区
厚
生
委
員
会
を

禰
催
し
－
輿
施
計
画
に
つ
い
て

各
々
餓
議
し
た
－

伺
蓮
動
種
目
は

○
陸
上
競
技
大
会

男
子
の
部
9
■

」
、
○
○
米
　
二
〇
〇
米

　
■
四
〇
〇
米
　
二
〇
〇
〇
米

　
　
　
　
　
　
　
（
ト
ラ
ツ
ク
）

．
ヅ
ン
ー
，
四
〇
〇
八
O
O
米

　
フ
イ
ル
■
ド
・

，
走
商
跳
　
走
巾
跳
　
”
一
二
段
跳

砲
丸
投
，

女
子
の
部

　
五
〇
米
　
剛
○
○
米

　
二
〇
〇
米
　
　
（
ト
ラ
ツ
グ
）

．
リ
ツ
ー
　
四
〇
〇
米

（
フ
イ
ル
ド
）

　
走
高
跳
　
走
巾
跳

．
．
ポ
ー
ル
投
，

▽
娯
楽
競
技
種
目

　
○
借
物
競
孚
　
〇
二
人
三
脚

　
○
盲
唖
レ
ー
ス

．
○
百
足
競
争

　
O
バ
ン
食
い
競
争

　
○
ス
プ
、
ー
、
ン
レ
耳
ス
』

　
○
ア
ペ
ツ
ク
ン
L
ス

右
の
通
り
で
あ
る
が
村
民
各
位

の
出
揚
と
協
力
を
要
望
す
る
と

共
に
郡
出
揚
選
手
へ
の
御
後
援

を
願
い
た
い
次
第
で
あ
る

昏
係
の
選
任
者
，
は
各
地
区
に
醐

任
す
る
こ
と
、
δ
レ
、
省
日
雨
天

の
際
は
二
十
二
日
に
，
延
期
さ
れ

る
模
様
で
あ
る
。

今
年
の
苗
代
を
槻
伽
戚
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
，
見
佐
治
　
郎

今
年
の
融
雪
は
案
外
早
か
つ
た

が
餌
月
下
旬
か
ら
五
月
初
面
の

低
温
が
た
当
り
「
す
じ
播
冬
」

は
李
年
よ
り
四
、
五
日
遅
れ
た

尚
共
の
后
も
比
較
的
寒
い
日
が

続
い
た
、
め
、
発
芽
当
時
の
生

育
が
極
め
て
悪
く
｝
部
に
は
麦

土
剥
難
等
も
あ
り
低
一
温
の
年
に

は
必
然
的
に
発
生
す
る
粗
ぐ
さ

れ
若
七
く
は
苗
ぐ
さ
れ
病
か
れ

苗
代
の
，
大
部
分
に
発
生
し
た
の

で
播
き
む
ら
が
多
く
從
つ
て
苗

が
一
般
に
不
同
で
あ
ρ
た
。

食
糧
増
産
奥
農
蓮
動
に
伴
子
苗

代
品
評
会
が
郡
単
位
に
開
催
さ

れ
併
せ
て
村
農
協
主
催
の
村
単

位
の
も
の
も
催
さ
れ
莉
者
の
審

査
に
加
わ
ケ
た
が
郡
単
位
の
も

の
は
後
に
譲
る
と
し
て
自
村
の

も
の
、
み
に
つ
い
て
共
の
感
想

を
述
べ
て
苗
作
り
の
基
盤
と
な

の
共
の
后
の
管
理
特
に
灌
排
水

に
重
大
の
影
響
を
、
及
ぽ
す
整
地

並
畦
作
り
は
概
し
て
有
妊
で
あ

つ
た
が
｝
部
に
は
粗
難
な
ぎ
り
の

も
あ
り
極
端
な
も
の
は
李
播
き

を
し
た
の
も
あ
つ
三
般
聾

は
品
評
會
華
か
な
り
し
頃
に
比

べ
て
幾
分
低
下
し
た
感
が
あ
り

そ
の
た
め
今
年
の
籾
ぐ
さ
れ
を

一
度
ひ
ど
く
し
た
、

苗
代
肥
料
は
木
年
は
特
に
三
要

素
の
均
衡
を
強
調
し
て
あ
つ
た

の
で
大
休
よ
い
と
思
わ
れ
た
が

從
來
の
習
慣
が
抜
け
切
れ
す
依

然
と
し
て
下
肥
「
て
ん
張
り
の

や
り
方
の
も
の
も
あ
つ
。
て
重
粘

地
で
は
「
ワ
キ
」
．
に
依
る
泥
か

む
り
又
は
表
土
剥
離
を
誘
発
し

た
り
窯
素
偏
重
に
よ
る
軟
弱
徒

長
苗
も
少
く
な
か
つ
た
。

播
種
量
は
全
般
的
に
は
薄
播
き

で
水
苗
代
で
は
二
合
前
后
保
温

折
表
苗
代
で
は
雨
、
五
．
合
程
度

の
も
の
が
多
か
つ
た
事
は
健
苗

育
成
の
要
素
と
し
て
大
変
結
構

の
事
で
あ
る
が
之
又
圃
部
に
は

　
　
　
ひ
ど
い
の
は
よ
　
　
ム
の

　
で
あ
ろ
う
ヤ
ぴ
し
こ
の
こ
と

票
の
つ
奎
募
す
る

　
は
苗
代
面
積
や
栽
植
密
度
と
，
も

密
接
な
関
係
が
あ
る
砂
．
で
簡
単

”
蕊
は
解
決
出
卒
な
い
．
問
題
と
，
思

　
は
れ
る
。

　
次
に
苗
作
り
の
「
こ
つ
」
と
云

　
わ
れ
る
灌
排
水
ど
芽
干
し
の
歌

　
況
で
あ
る
が
周
般
に
芽
干
し
時

　
期
が
遅
れ
．
発
育
初
期
の
灌
概
水

　
が
深
か
ラ
た
、
め
苗
の
腰
が
立

ち
所
謂
徒
長
し
た
線
香
苗
が
多

　
か
つ
た
事
、
は
何
と
し
て
も
遣
憾

．
で
稻
作
増
牧
上
多
大
の
影
響
が

　
あ
渦
ど
、
も
に
今
后
の
病
害
虫

　
の
発
生
に
も
幾
分
警
戒
を
要
す

　
る
こ
と
、
思
わ
れ
る
。

伺
生
育
初
期
の
発
育
程
度
は
，
概

　
ね
苗
代
温
度
に
左
右
さ
れ
ー
る
の

　
で
從
来
も
温
水
田
の
設
置
が
奨

　
め
ら
れ
た
が
之
が
完
備
せ
る
も

　
の
は
全
体
の
四
割
程
度
し
か
な

　
く
從
つ
て
水
温
低
下
に
よ
る
発

　
　
　
ず
も
　
　
め
ら
れ
た
ヤ
コ

悪
訴
舞
籍
麟
鍔

　
し
ぐ
理
想
的
に
は
防
風
　
の
設

遜
も
必
琴
あ
る
．

㎜
最
．
后
に
管
理
の
点
で
あ
る
が
、

護
磁
鑛
驚
毯
擢
糊

茄
「
す
じ
」
を
播
い
た
ら
草
と
り

迄
獄
苗
代
佃
に
ば
入
渇
も
の
で
．

な
い
と
き
め
で
い
る
者
が
多
か

つ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
拡
苗
・

の
発
育
に
支
障
が
あ
悉
ば
か
す

で
な
く
苗
と
り
に
も
手
閥
が
か

か
り
稗
又
は
雑
草
琶
本
田
，
叢
植

こ
む
率
．
も
多
〉
な
り
本
田
の
除

草
に
骨
が
新
れ
程
．
も
繁
茂
し
て

減
牧
と
な
る
の
で
苗
代
期
の
少

し
の
手
間
を
お
し
ん
で
大
変
な

損
を
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
明

年
か
ら
は
是
非
改
め
で
い
た
y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

き
た
い
。
尚
水
の
「
か
け
ひ
き
」

も
要
領
を
得
て
い
る
の
は
少
く

殆
ん
ど
が
の
び
す
ぎ
の
状
態
の

も
の
が
多
い
、
か
か
る
揚
合
は

分
粟
も
遅
壌
し
か
も
折
角
分
粟

し
た
も
の
も
腐
敗
、
し
て
し
　
　
、
、

ま．

う
の
も
あ
つ
で
共
の
後
の
、
分

藁
董
か
ら
は
一
穂
重
の
大
な
乃

も
の
は
望
ま
れ
嫁
い
。
，
　
づ

以
上
の
面
か
ら
今
年
の
苗
は
咽
．

部
の
も
の
葱
除
く
以
外
は
良
好

と
は
云
い
得
な
い
成
績
で
こ
の

点
は
今
後
折
衷
苗
代
の
普
及
と

苗
代
技
術
の
改
良
に
よ
つ
て
解

決
さ
れ
る
事
と
思
わ
れ
る
が
今

年
分
失
敗
を
二
度
く
り
返
さ
ぬ

様
明
年
度
は
㈹
一
段
の
飛
躍
が

期
待
さ
れ
る

・
彫
刻
　
耐
品
美
術
等

村
青
年
団
文
化
部
主
催
、
、
公
塒

舘
の
後
援
分
下
に
来
乃
七
嘘
，
二

十
日
午
前
九
時
よ
り
弗
後
五
時

松
代
小
学
校
に
於
い
て
左
の
麺

目
に
亘
り
本
村
の
美
術
展
婁
會
『

を
催
す
こ
と
に
菰
◇
た
。

種
目
①
書
画
噛
骨
と
う
品
」
手
芸
蔽

②
彫
刻
　
⑧
写
眞

④
商
品
美
術
↑

⑤
共
の
他
参
考
品
．

、
農
機
具
類
生
活
改
善
の
た
め

．
、
・
の
発
明
考
案
品
模
形
設
計
図

．
．
．
で
も
結
構

出
・
㎎
の
要
領
は

⑦
各
品
目
毎
に
氏
名
添
附
必
要

、
叢
応
じ
簡
単
な
論
明
馨
を
添

　
附
せ
ら
れ
た
い

＠
価
品
受
付
月
日
は

　
、
七
月
十
九
日
午
前
七
時

｝
般
に
お
か
れ
ま
し
て
は
各
種
．

目
に
応
じ
多
数
出
品
の
程
を
わ

願
い
致
し
ま
す

　
松
代
膏
年
禽
（
地
元
）

　
－
．
趾
会
班
分
実
施
事
業

松
代
，
池
元
蕾
年
会
で
は
旧
来
よ

す
の
遽
標
ガ
．
．
κ
し
叉
は
破
壌

ざ
れ
て
い
る
の
で
一
　
．
、
≧
妊

の
事
業
と
し
で
復
旧
に
乗
り
げ

　
　
　
ロ
　
が

し
一
両
日
中
に
左
の
地
点
ぺ
新

し
く
設
置
さ
れ
る
事
窯
な
つ
で

い
る
一
、
山
、
李
線
（
上
町
清
、
水
屋
前
）

一
、
松
之
山
線
　
（
，
上
町
天
理
獣

　
前
）
、

一
、
岡
野
町
線
八
松
代
七
左
エ

　
門
前
）

一
、
松
代
和
泉
屋
酒
造
前

一
、
　
〃
高
橋
園
脇

一
、
　
．
〃
小
松
屋
三
叉
路

一
、
菅
刈
、
太
李
、
三
叉
路

以
上
設
置
さ
れ
る
が
道
標
設
置

希
望
の
向
は
地
元
管
年
団
へ
灘

、
蓮
絡
下
さ
れ
ば
協
力
を
惜
し
ま

な
い
と
の
こ
と
。


